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一
八
九
九
年（
明
治
三
十
二
年
）京
都
鉄
道
の
嵯
峨
〜
園
部
間
が
開

業
し
て
か
ら
百
七
年
、沿
線
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

（
京
都
〜
園
部
間
）の
複
線
化
工
事
が
、平
成
二
十
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。�

��

　
今
回
、複
線
化
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、既
に
複
線
化
が
完
成
し

て
い
る
二
条
〜
花
園
間（
約
二
・
七
㌔
、

平
成
十
二
年
完
成
）と
嵯
峨
嵐
山
〜

馬
堀
間（
約
七
・
八
㌔
、平
成
元
年
完

成
）を
除
く
、約
二
十
二
・
八
㌔
で
す
。�

　
京
都
〜
二
条
間（
約
三
・
三
㌔
）で

は
、丹
波
口
ま
で
の
盛
土
や
二
条
の
高

架
橋
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、花
園
〜
嵯
峨
嵐
山
間（
約
三
・

四
㌔
）で
は
、太
秦
ま
で
の
高
架
化
や

嵯
峨
嵐
山
ま
で
の
盛
土
工
事
の
た
め

の
仮
線
路
の
敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
馬
堀
〜
園
部
間
（
約
十
六
・一
㌔ 

亀
岡
市
域
約
九
・
三
㌔
、南
丹
市
域

約
六
・
八
㌔
）で
は
、区
間
内
の
用
地

買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、平
成
十

八
年
十
月
現
在
ま
で
の
用
地
買
収
の

進
捗
率
は
五
〇
％
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、各
所
で
山
切
り
工
事
や
落

石
防
護
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

用
地
買
収
後
、路
盤
や
橋
梁
工
事
の

完
了
し
た
個
所
か
ら
軌
道
の
新
設

工
事
を
進
め
る
予
定
で
、平
成
二
十

年
度
内
に
は
、全
区
間
の
工
事
が
完

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
馬
堀
〜
園
部
間
の
複
線
化
事
業

費
百
二
十
一
億
円
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
、京
都
府
、沿
線
市
町
が
三

分
の
一
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、ま
た
、沿
線
市
町
の
中
で
は
、

人
口
、駅
数
、乗
車
人
数
等
に
応
じ

て
負
担
割
合
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、南
丹
市
の
負
担
額
は
、約

十
四
億
七
千
万
円
と
見
込
ま
れ
て

お
り
、平
成
十
七
年
度
で
は
約
一
億
三

千
七
百
万
円
を
負
担
し
ま
し
た
。�

事
業
の
概
要�

ち
ょ
く�

り
ょ
う�
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京
都
〜
園
部
間
の
複
線
化
が
完

成
す
る
と
、列
車
の
増
発
、所
要
時

間
の
短
縮（
普
通
電
車
で
十
数
分
の

時
間
短
縮
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
）、

快
速
電
車
の
増
発
、上
り
下
り
で
均

衡
の
取
れ
た
ダ
イ
ヤ
設
置
等
が
可
能

に
な
り
、サ
ー
ビ
ス
水
準
が
大
幅
に

向
上
す
る
見
込
み
で
す
。�

　
福
知
山
線
で
は
、平
成
元
年
か
ら

快
速
が
運
行
さ
れ
、兵
庫
県
三
田
市

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
拍
車
が
か
か

り
、人
口
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、滋
賀
県
長
浜
市
で
は
、平
成

三
年
か
ら
新
快
速
が
運
行
、「
黒
壁

ス
ク
エ
ア
」
な
ど
の
観
光
施
設
の
整
備

と
あ
わ
せ
、乗
降
客
が
増
加
し
、運

行
前
の
一
日
約
二
千
五
百
人
が
、昨
年

度
に
は
四
千
九
百
人
に
倍
増
し
ま

し
た
。�

　
園
部
駅
の
一
日
の
平
均
乗
車
人
数

は
、平
成
十
二
年
度
以
降
、毎
年
増

え
続
け
、平
成
十
六
年
度
で
は
四
千

四
百
三
十
人
と
な
っ
て
お
り
、京
都

〜
園
部
間
で
は
、二
条
、円
町
、亀
岡

を
除
く
沿
線
各
駅
と
並
ぶ
乗
降
客

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
京
都
〜
園
部
間
の
複
線
化
に
よ
っ

て
、か
つ
て
「
ロ
ー
カ
ル
線
」
と
呼
ば
れ

た
不
便
な
路
線
か
ら
脱
皮
し
、「
都

市
交
通
」
と
呼
ば
れ
る
便
利
な
路
線

へ
の
仲
間
入
り
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
将
来
、さ
ら
に
乗
降
客
が

増
え
れ
ば
、新
快
速
や
大
阪
か
ら
直

通
の
ホ
リ
デ
ー
号
な
ど
の
運
行
も
考

え
ら
れ
ま
す
。�

　
「
人
口
減
少
」や
「
少
子
高
齢
化
」

に
よ
っ
て
、地
方
の
活
力
の
衰
退
が
叫

ば
れ
る
中
、南
丹
市
へ
の
観
光
客
や

定
住
者
が
増
え
、ま
ち
の
活
力
と
な

る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

山陰本線（京都～園部間）の複線

電化促進協議会を亀岡市、八木町、

園部町で設立�

日吉、丹波、瑞穂、和知の各町が加入�

 美山町、京北町が加入�

京都～福知山間の電化と京都～園

部間の複線化について、運輸大臣

が許可�

国鉄民営化に伴い、西日本旅客鉄

道株式会社（ＪＲ西日本）が発足�

嵯峨嵐山～馬堀間の複線化完成�

京都～園部間の電化完成�

園部～天橋立間の電化完成�

山陰本線京都中部複線化促進協議

会に改称�

二条～花園間の複線高架完成、円

町駅開業�

山陰本線（京都～園部間）複線化

起工�

平成20年度中、山陰本線（京都～

園部間）複線化完成予定�

1969年（昭和44年）�

�

�

1975年（昭和50年）�

1977年（昭和52年） �

1979年（昭和54年）�

�

�

1987年（昭和62年）�

�

1989年（平成元年）�

1990年（平成2年） �

1996年（平成8年）�

1998年（平成10年）�

�

2000年（平成12年）�

�

2003年（平成15年）�

�

2009年（平成21年）�

�

事業化までの経過�

▲八木町玉ノ井地内�

▲八木町本町地内�

▲八木町玉ノ井地内�

完
成
後
の
整
備
効
果�
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9月30日　南丹市園部公民館�

園部第二小学校�大野小学校�

川辺小学校 みおつくし太鼓� 京都府立淇陽学校�小桜太鼓（園部小学校PTA）�
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西本梅小学校 太鼓クラブ�小山太鼓（園部第二小学校PTA）�摩気小学校�

園部中学校�鼓魂�園部小学校 ふれあい太鼓�
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十
月
十
一
日
、
南
丹
市
八
木
町

室
橋
に
あ
る
、
自
動
車
用
変
速
機

の
専
門
メ
ー
カ
ー
「
ジ
ヤ
ト
コ
」

の
八
木
工
場
増
築
工
事
が
完
了
し
、

完
成
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
山
田
啓
二
知
事
や

佐
々
木
稔
納
市
長
の
ほ
か
、
ジ
ヤ

▲最新の技術を備えた工場を見学

南
丹
市
産
業
の
発
展
と
振
興
に
期
待
　

ー
ジ
ヤ
ト
コ
株
式
会
社
新
工
場
完
成
記
念
式
典
ー

▲多くの木材が出展されました

長
年
の
上
水
道
普
及
に
表
彰

ー
日
本
水
道
協
会
会
長
表
彰
ー

南
丹
市
産
の
優
良
木
材
を
表
彰

ー
南
丹
・
京
丹
波
林
業
振
興
展
ー

▲表彰を受けられた矢野照昌さん

ト
コ
の
関
係
者
な
ど
、
お
よ
そ
七

十
人
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

ジ
ヤ
ト
コ
八
木
工
場
で
は
、
平

成
十
二
年
四
月
に
三
菱
自
工
八
木

工
場
と
し
て
操
業
以
来
、
こ
れ
ま

で
に
約
四
十
七
万
台
以
上
の
無
段

変
速
機
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、

工
場
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
昨

年
一
月
か
ら
増
築
工
事
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

工
場
で
は
、
燃
費
性
能
の
向
上

と
排
出
ガ
ス
削
減
に
よ
る
最
先
端

の
環
境
技
術
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
、
ベ
ル
ト
式
無
段
変
速
機
の
生

産
ラ
イ
ン
な
ど
が
新
設
さ
れ
、
フ

ル
稼
働
す
る
来
年
の
九
月
か
ら
は
、

月
産
二
万
五
千
台
の
増
産
が
図
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

工
場
で
は
、
新
型
の
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

生
産
も
開
始
さ
れ
、
今
後
は
工
場

の
拡
張
に
伴
っ
た
従
業
員
の
増
加

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
の
促

進
や
地
元
の
振
興
に
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
水
道
事
業
に
た
ず
さ
わ

り
、
水
道
の
普
及
発
展
に
貢
献
し

た
人
に
贈
ら
れ
る
「
日
本
水
道
協

会
会
長
表
彰
」
を
矢
野
照
昌
さ
ん

（
園
部
町
）
が
受
賞
さ
れ
、
秋
田
県

立
武
道
館
で
行
わ
れ
た
「
日
本
水

道
協
会
第
七
十
五
回
総
会
」
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年

に
旧
園
部
町
水
道
事
業
所
に
勤
務

さ
れ
四
十
三
年
以
上
に
わ
た
り
、

園
部
地
域
の
上
水
道
の
普
及
と
安

定
し
た
供
給
に
努
め
て
こ
ら
れ
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
、
八
木
木
材
市
場

で
「
第
七
回

南
丹
・
京
丹
波
林
業

振
興
展
」
が
開
か
れ
、
出
展
さ
れ

た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
約
二
千
六

百
点
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
旧
美
山
町
地
域
を
含

む
、
南
丹
市
・
京
丹
波
町
か
ら
選

り
す
ぐ
り
の
木
材
が
出
展
さ
れ
、

長
年
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
た
上

質
の
材
が
並
び
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
京
都
府
知
事
賞

に
南
丹
市
園
部
町
の
奥
村
善
明
さ

ん
の
ヒ
ノ
キ
、
南
丹
市
長
賞
に
八

木
町
の
石
橋
喜
巳
さ
ん
の
ス
ギ
が

選
ば
れ
た
ほ
か
、
生
産
者
八
人
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



み
ん
な
で
人
権
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

ー
「
人
権
の
花
」
運
動
ー
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南
丹
市
内
の
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
社
会
参
加

の
促
進
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
一
回
南
丹
市
身
体
障

害
者
福
祉
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
南

丹
市
日
吉
総
合
運
動
広
場
お
よ
び

ユ
ー
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
第
六
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
」
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
技
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
デ
ィ

ス
ク
を
遠
く
へ
飛
ば
す
競
技
）
と

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
（
デ
ィ
ス
ク
を
投

げ
て
輪
に
通
す
競
技
）
で
三
位
に

▲卓球バレーなどが競われました

▲選手宣誓を行った松本辰雄さん（左）と松本弘子さん（右）

障害者スポーツの振興と交流を図る
ー第１回南丹市身体障害者福祉会スポーツ大会ー

十
月
二
十
六
日
、
南
丹
市
立
殿

田
小
学
校
の
四
年
生
二
十
一
人
が

人
権
の
花
の
植
え
付
け
を
行
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
な
が
ら
、

花
の
栽
培
を
す
る
こ
と
で
、
命
の

大
切
さ
や
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

園
部
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら

小
学
校
へ
水
仙
の
球
根
百
三
十
個

と
プ
ラ
ン
タ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
を
代
表
し
て
湯
浅
栄
太
君

が
「
み
ん
な
で
大
事
に
育
て
て
い

き
ま
す
」
と
お
礼
を
言
い
、
贈
ら

れ
た
球
根
を
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

▲球根を一つひとつ丁寧に植えました

▲市営バスの現状について説明されました

利
用
し
や
す
い
交
通
機
関
を
め
ざ
す

ー
バ
ス
交
通
整
備
計
画
検
討
委
員
会
ー

な
っ
た
松
本
辰
雄
さ
ん
（
八
木
町
）

と
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
一
位
に
な
っ

た
松
本
弘
子
さ
ん
（
八
木
町
）
が

「
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
持
て
る
力

を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
切
り
ま
す
」

と
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

競
技
は
卓
球
バ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
各
支
部
ご
と
に
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
個
人
競
技
で
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
百
人
の
参
加
者
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う

と
競
技
に
集
中
す
る
と
と
も
に
、

競
技
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
あ
い
な

が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

十
月
三
日
、
南
丹
市
バ
ス
交
通

整
備
計
画
検
討
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
十
四
人

の
委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
に

谷
義
治
さ
ん
（
園
部
町
）、
副
委
員

長
に

さ
ん
（
八
木
町
）

を
選
出
。
続
い
て
、
現
在
の
市
営

バ
ス
の
路
線
、
ダ
イ
ヤ
、
利
用
状

況
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営
バ
ス

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
を
基
に
、
改
善
や
計
画
方
針

が
ま
と
め
ら
れ
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
見
　
寛�

圭吉�

徳徳徳�
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十
月
五
日
、
五
ヶ
荘
小
学
校
と

殿
田
小
学
校
と
の
学
校
統
合
覚
書

調
印
式
が
南
丹
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

調
印
式
で
は
佐
々
木
稔
納
南
丹

市
長
と
地
元
の
佐
々
江
区
大
道
芳

夫
区
長
並
び
に
四
ッ
谷
区
加
地
一

郎
区
長
に
よ
り
覚
書
に
調
印
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
は
五
ヶ
荘
小
学
校
に

通
学
す
る
児
童
は
殿
田
小
学
校
へ

通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
地
区
長
は
「
殿
田
小
学
校
と

五
ヶ
荘
小
学
校
と
の
交
流
事
業
も

行
わ
れ
て
お
り
、
早
い
統
合
を
望

ん
で
い
ま
し
た
」
と
期
待
を
述
べ

ら
れ
、
大
道
区
長
は
「
学
校
跡
地

に
つ
い
て
は
、
地
域
が
活
性
化
で

き
る
も
の
を
造
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
地
元
の
要
望
を
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

五
ヶ
荘
小
学
校
と
殿
田
小
学
校

の
統
合
は
、
平
成
十
四
年
頃
か
ら

地
元
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
教
育
委
員
会

と
の
間
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
の
学

校
統
合
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
ヶ
荘
小
学
校
と
殿
田
小
学
校
が
統
合
へ
　

ー
学
校
統
合
覚
書
調
印
式
ー

南
丹
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
社
会
教
育
の
促
進
お
よ
び
文
化
財
保

護
な
ど
を
目
的
と
し
て
次
の
委
員
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
体
育
指
導
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
年
度
末
ま
で

山
田

洋
三
（
園
部
）

柴
山

徳
子
（
園
部
）

中
村

公
治
（
園
部
）

吉
田

靖
（
園
部
）

谷

正
幸
（
園
部
）

奥
村
梨
恵
子
（
園
部
）

下
司
冨
美
子
（
八
木
）

齊
藤

昌
久
（
八
木
）

西
田

哲
也
（
八
木
）

西
垣

真
史
（
八
木
）

徳
山

隆
司
（
八
木
）

八
木

誠
司
（
八
木
）

川
隅
富
士
夫
（
日
吉
）

村
山

太
三
（
日
吉
）

田
中

悦
美
（
日
吉
）

湯
浅
み
さ
を
（
日
吉
）

磯
部
源
三
郎
（
日
吉
）

坂
本

勇
（
日
吉
）

徳
田

利
春
（
美
山
）

名
古

明
美
（
美
山
）

平
井

幹
人
（
美
山
）

中
島

由
美
（
美
山
）

中
川

敦
雄
（
美
山
）

石
田

武
司
（
美
山
）

【
社
会
教
育
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
年
度
末
ま
で

上
野

嘉
雄
（
園
部
）

高
木

茂
（
園
部
）

前
田

三
子
（
園
部
）

池
田

瞭
（
八
木
）

松
本

則
子
（
八
木
）

麻
田

健
治
（
八
木
）

杉
尾

輝
和
（
日
吉
）

小
栗
須
賀
野
（
日
吉
）

小
畑

弘
（
美
山
）

中
西
多
嘉
子
（
美
山
）

梅
原

正
巳
（
市
内
中
学
校
）

出
野

正
（
市
内
小
学
校
）

【
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
一
年
度
末
ま
で

河
原

信
之
（
園
部
）

小
林

本
一
（
園
部
）

小
嶋

一
夫
（
園
部
）

宅
間

博
（
八
木
）

井
上

省
三
（
八
木
）

大
槻

左
門
（
八
木
）

久
野

克
己
（
日
吉
）

片
山

義
宏
（
日
吉
）

田
中

忠
夫
（
日
吉
）

東

慧
（
美
山
）

中
野

文
平
（
美
山
）

谷
口

宏
心
（
美
山
）

上
島

享
（
京
都
府
立
大
学
）

福
島

恒
徳
（
花
園
大
学
）

矢
ケ
崎
善
太
郎
（
京
都
工
繊
大
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



9 広報なんたん11月号

2006.11

～ひとりで悩まずに相談してください～�～ひとりで悩まずに相談してください～�

ドメスティック・バイオレンス（DV）は、�
夫婦や恋人などの親しい男女（パートナー）間�

で振るわれる暴力です。�
DVは心身を傷つけ�

人権を著しく侵害する行為であり、�
決して許されません。�

ドメスティック・バイオレンス（DV）は、�
夫婦や恋人などの親しい男女（パートナー）間�

で振るわれる暴力です。�
DVは心身を傷つけ�

人権を著しく侵害する行為であり、�
決して許されません。�

南 丹 市�

配偶者などから暴力をなくす運動期間�
11月12日～25日�

■公的相談窓口�
相談方法�相談機関� 電話番号� 開設日・時間�

京都府配偶者暴力相談�
支援センター�

京都府女性総合センター�

京都府警察総合相談室�
（京都府警察本部）�

レディース110番�
（性犯罪被害に関する相談）�

女性の人権ホットライン�
（京都地方法務局人権擁護課）�

南丹警察署広聴相談係�

電話相談�

電話相談�
面接相談�

電話相談�
面接相談�

電話相談�
面接相談�

電話相談�

面接相談�
※要予約�

面接相談�

面接相談�

075-441-7590

DVサポートライン�
075-692-3228

075-692-3437

075-414-0110�
（＃9110）�
0771-62-0110

075-411-0110

0570-070-810�
�

毎日9：00～20：00�
毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）9：00～16：00�
※必要に応じて一時保護も行っています。�
毎週月～土曜日10：00～17：00　祝日10：30～16：30�
（水曜日除く。12：00～13：00は休）�
一般相談　毎週月～土曜日　10：00～18：00�
　　　　　毎週日・祝日　　10：30～16：30�
　　　　  （水曜日除く。12：00～13：00は休）�
フェミニスト・カウンセリング�
　　　　　毎週木曜日　18：00～21：00
法律相談　第2・4木曜日　13：30～16：30

毎日（24時間対応）�

毎週月～金曜日（祝日除く）�

毎週月～金曜日（祝日除く）　8：30～17：15�
（12：00～13：00は休）�

9：00～17：45

問い合わせ先  企画情報課  蕁（0771）68－0003
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お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

―9―�

高
齢
に
な
る
と
誰
で
も「
も
の
忘

れ
」が
増
え
、認
知
症（
以
前
は「
痴

呆
」と
呼
ば
れ
た
病
気
）で
な
い
か
と

気
に
す
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
も
の
忘
れ
」
は
記
憶
障
害
で
あ

り
、
年
を
と
る
と
と
も
に
多
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
老
化
に
伴

う
「
年
相
応
の
も
の
忘
れ
」
と
「
認

知
症
の
も
の
忘
れ
」
が
あ
り
ま
す
。

「
年
相
応
の
も
の
忘
れ
」
は
、
程

度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
誰
で
も
起
こ

り
ま
す
。「
知
人
の
名
前
が
出
て
こ

な
い
」「
朝
食
に
食
べ
た
物
を
ふ
と

思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
な
ど

の
『
ど
忘
れ
』
で
、
体
験
し
た
こ
と

の
一
部
だ
け
を
忘
れ
る
の
が
特
徴
で

す
。
多
く
は
心
配
の
な
い
良
性
の
記

憶
障
害
で
す
。

「
認
知
症
の
も
の
忘
れ
」
は
「
朝
食

を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る
」
と

い
っ
た
体
験
そ
の
も
の
を
忘
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
脳

血
管
障
害
や
う
つ
病
な
ど
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
も

の
忘
れ
」
は
脳
の
神
経
細
胞
が
死

滅
・
変
性
し
、
結
果
的
に
脳
全
体
が

委
縮
し
て
機
能
が
損
な
わ
れ
る
病
気

で
す
が
、
発
生
す
る
原
因
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
は
、
症
状
が

進
む
と
記
憶
以
外
の
知
的
障
害
も
低

下
し
、
放
っ
て
お
く
と
ま
す
ま
す
も

の
忘
れ
が
進
行
し
ま
す
。

「
脳
血
管
障
害
に
よ
る
も
の
忘

れ
」
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り

（
脳
梗
塞

こ
う
そ
く

）、
血
管
が
破
れ
て
出
血

（
脳
出
血
）
し
て
脳
細
胞
が
死
滅
す

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
多
く
の
場

合
は
比
較
的
ゆ
っ
く
り
と
症
状
が
進

行
し
ま
す
。

「
う
つ
病
」
や
「
抗
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
薬
、
抗
う
つ
病
薬
、
抗
不
安

薬
」
な
ど
の
薬
剤
の
影
響
で
も
「
も

の
忘
れ
」
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
う
つ
病
の
治
療
や
治
療
薬
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

「
も
の
忘
れ
」
が
増
え
て
き
た
こ

と
を
気
に
し
て
い
る
頃
は
、
あ
ま
り

心
配
の
な
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、

「
認
知
症
の
も
の
忘
れ
」
は
本
人
が

「
も
の
忘
れ
」
を
自
覚
し
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
。
会
話
は
で
き
て

い
て
も
「
肝
心
の
内
容
を
覚
え
て
い

な
い
」「
会
話
し
た
こ
と
自
体
を
忘

れ
る
」
と
い
う
様
子
が
見
ら
れ
た

ら
、「
認
知
症
の
も
の
忘
れ
」
を
疑

う
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

「
認
知
症
の
も
の
忘
れ
」
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
早
め
に
「
も
の
忘
れ

外
来
」
や
「
精
神
科
」「
神
経
内
科
」

の
あ
る
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

「
も
の
忘
れ
」
が
進
ん
で
不
安
・
妄

想
と
い
っ
た
精
神
症
状
や
、
は
い
か

い
と
い
っ
た
問
題
行
動
が
出
て
き
て

も
、
抗
精
神
病
薬
を
う
ま
く
使
う
こ

と
で
病
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
。
ま
た
、
周
囲
の
人
と
積
極
的
に

会
話
す
る
な
ど
、
刺
激
を
与
え
て
い

く
こ
と
に
よ
り
症
状
の
進
行
を
遅
く

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

軈
最
近
「
も
の
忘
れ
」
が
増
え
て

き
た
…
軋
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が

「もの忘れ」を年齢のせいにしていませんか？
早期発見、早期治療を！

「年相応のもの忘れ」と「認知症のもの忘れ」の違い�

記憶�

時間や場所の認識�

年相応のもの忘れ�

家庭生活�
社会参加�
言語能力�
学習能力�

・日付や曜日、今いる場所を言える�
・炊事や掃除等これまでどおりできる�
・老人会やゲートボールに参加できる�
・問題なし�
・新しいことを覚えることができる�

・日付や曜日、今いる場所が言えない�
・料理の品目や炊事回数が減り、炊事をしなくなる�
・次第に老人会やゲートボールから足が遠のく�
・末期になると話が通じなくなる�
・新しいことを覚えられない�

・人名を思い出せない等、細部のもの忘れである�
・30分前のことは思い出せる�
・記憶力の低下を自覚している�
・つくり話をしない�

認知症のもの忘れ�
・体験そのものが記憶から抜け落ちてしまう�
・30分前のことや、聞いたばかりの話を忘れる�
・記憶力の低下に対する自覚が薄い�
・つくり話をすることがある�

あ
れ
ば
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
保
健

師
・
専
門
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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国際交流会館の建設当初から運営に携わって来られた国際学園都市センターの
森課長さんは、会館でのさまざまな交流やイベント、学習・文化活動を見守って
来られました。「多様・多機能な施設ですので、目的に合わせて自由に利用してい
ただけます。会議・研修会や文化サークル活動を始め、パーティ・展示会など、
ぜひたくさんの方に広く利用していただきたいです」とのこと。
これまで園部のシンボルとして活躍してきた「お城風の建物」が、今後は南丹

市の人びとや情報の交流拠点として、どんどん活用されることが期待されます。

TEL（0771）63－1777 FAX（0771）63－1682
◆住所：南丹市園部町小桜町62番地１
◆交通：国道9号線宮町交差点から南丹市
役所方面へ。園部公園横。

◆休館日：月曜・祝日（ただし、月曜が祝
日の場合は翌火曜日も休館）・年末年始

※利用料・設備などの詳しいことはお問い
合わせください。

南丹市国際交流会館

園
部
公
園
内
の
一
角
に
堂
々
と

そ
び
え
立
つ
国
際
交
流
会
館
。
か

つ
て
園
部
の
地
に
築
か
れ
た
園
部

城
は
陣
屋
建
て
で
し
た
が
、
城
下

町
と
し
て
栄
え
た
こ
の
地
に
平
成

四
年
、「
伝
統
と
創
生
」
を
テ
ー
マ

に
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
天
守

閣
の
城
と
、
青
空
を
映
す
ガ
ラ
ス

張
り
の
近
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
融

合
し
た
国
際
交
流
会
館
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
地
下
一
階
、
地
上
五

階
建
て
、
展
示
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
最
大
四
百
人
を
収
容
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
音
楽
会
や
講

演
会
な
ど
音
響
効
果
に
優
れ
た
コ

ス
モ
ホ
ー
ル
、
機
能
的
な
会
議

室
・
研
修
室
・
和
室
、
最
上
階
に

は
園
部
公
園
を
望
む
展
望
談
話
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
階
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

有
線
テ
レ
ビ
自
主
放
送
の
収
録
・

編
集
が
行
わ
れ
、
地
域
の
話
題
を

発
信
す
る
情
報
交
流
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
四
月

に
は
、
南
丹
市
全
域
で
番
組
の
視

聴
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

伝
統
的
な
園
部
の
民
家
を
模
し

て
作
ら
れ
た
「
六
花
亭
」
は
、
囲

炉
裏
を
囲
ん
で
の
親
睦
会
や
、
国

際
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
館
内
に
は
、
日
替

わ
り
ラ
ン
チ
が
人
気
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
グ
ラ
ン
ビ
ア
」
も
あ
り
ま
す
。

人
と
情
報
が
自
由
に
交
流
で
き
る「
お
城
」

譛南丹市園部国際学園都市センター
課長　森 光 治 さん

蜻
施
設
全
景

⑩

▲自主放送「9チャンネル」収録の様子

▲「六花亭」（３階）では、古き良き温かさに出会えます



「
秋
の
日
吉
を
三
輪
車
が
駆
け
抜
け
る
」

12広報なんたん11月号

2006.11

トップアスリートに指導してもらい、スポーツの楽
しさを感じてもらうことを目的に(財)日本体育協会「子
どもの体力向上キャンペーン」の一環として「スポー
ツ選手ふれあい指導事業・南丹バドミントン教室」が
南丹市園部海洋センター体育館で行われました。
講師にアトランタオリンピックに出場された宮村愛

子さんを迎え、基本的なラケットの使い方などを教え
てもらいました。参加した小・中学生62人は、楽しみ
ながら熱心に指導を受けていました。

南丹市日吉町の府民の森ひよしで「ひよし
こいこい祭り」が開かれ、家族連れらがフリ
ーマーケットや、地元の特産品が並んだ屋台
などを楽しみました。周回数を競う恒例の2
時間耐久三輪車レースには、府内外から47チ
ームが参加し、予選を通過した25チームが1
周約300㍍のコースで競いました。
三輪車は、木製のものや、コーナーで曲が
りやすいように工夫されたものなど多彩で、
各チーム4人が交代しながらの熱戦が展開さ
れました。
選手がコーナーで転倒すると、ほかの選手
から「頑張れ！」と声がかけられる場面もあ
り、全員が完走目指して走りました。
なお、レースは「Team P.B.M.I」が88周

で優勝しました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

▲楽しい絵本を読んでもらいました

蜻
宮
村
先
生
の
指
導
を
受
け
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た

「
親
子
で
楽
し
め
る

絵
本
ラ
イ
ブ
」

（
10
／
22
・
絵
本
and
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
・
園
部
町
）

（
10
／
8
・
ひ
よ
し
こ
い
こ
い
祭
り
・
日
吉
町
）

「
み
ん
な
集
ま
れ
！

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
遊
ぼ
う
よ
」

（
10
／
7
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
・
園
部
町
）

「たまごにいちゃん」「パンツぱんく
ろう」など子どもに大人気の楽しい絵本
を書いている絵本作家、あきやまただし
さんによる『絵本andトークライブ』が
南丹市国際交流会館で行われ、およそ
460人の親子が参加しました。
あきやまさん本人による作品の読み聞
かせや、ギター演奏で一緒に歌ったり
と、会場は子どもたちの笑顔とはしゃぎ
声に包まれていました。

▲手作りの三輪車で激走する選手たち



「
紅
葉
に
染
ま
る
美
山
の
秋
を
歩
く
」

「
地
球
資
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
」

13 広報なんたん11月号

2006.11

毎年恒例となっている「美山ワンデーマ
ーチ」が、南丹市立宮島小学校をスタート
し、大野ダム方面へ向かって歩く10㌔コ
ースと、かやぶきの里（美山町中地区）へ
向かって歩く20㌔コースに分かれて行わ
れました。
美山の美しい秋の景色を楽しめるという
ことで、全国からおよそ650人の参加者
が、紅葉に染まる美山の秋を堪能しまし
た。

▲秋の美山を満喫する参加者

南丹市日吉町生涯学習センターで、京都
府教育委員会主催の読書活動推進事業「声
に出して読もう 南丹大会」が開かれまし
た。日本語の美しさや、豊かな表現を学
び、子どもたちに読書の楽しさを知っても
らうことを目的に、南丹・京丹波・亀岡か
ら24校約460人の小中学生が参加し、大
きな声で元気よく音読発表をしました。ま
た、地元ボランティアグループによる人形
劇が上演され、参加者たちは読書の楽しさ
に触れた1日でした。

南丹市園部スポーツフェスティバル
が、南丹市園部公園周辺で行われまし
た。グラウンドゴルフ・硬式テニス・
ソフトテニス・ゲートボール・ソフト
ボール・バドミントン・ソフトバレー
ボールの種目に、地域の老人から子ど
もたちまで約450人が、個人やチームで
さまざまな競技に参加。体力測定やゲ
ームコーナーも設けられ、スポーツに
汗を流す心地良さを感じる一日になり
ました。

南丹市合併を記念して、南丹市八木
公民館が取り組んでいる「環境・新エ
ネルギー講座」で記念講演会が行われ
ました。講演は市内在住で京都大学大
学院芦田讓教授による「21世紀は資源
争奪の時代」と題して、地球全体が抱
える環境問題や、石油・天然ガスなど
の天然資源の枯渇が進む現状を説明さ
れました。芦田教授は「これからは、技
術と資源および環境との『バランス』が
重要である」と話され、会場に訪れた
人たちは、話に聞き入っていました。

（
11
／
3
・
美
山
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
・
美
山
町
）

「
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
読
も
う
」

（
10
／
21
・
声
に
出
し
て
読
も
う
南
丹
大
会
・
日
吉
町
）

「
体
を
動
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」

（
10
／
9
・
南
丹
市
園
部
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
園
部
町
）

（
10
／
8
・
南
丹
市
合
併
記
念
「
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
」
講
演
会
・
八
木
町
）

▲元気に大きな声で音読できました

▲白熱した試合が展開

▲地球が抱える環境問題について説明されました



『
息
白
し
』
寒
さ
ひ
と
し
お
で

す
が
、
吐
く
息
の
白
さ
に
人
の
温

も
り
や
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
く
た
び
、
人
の
温
か
さ
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
自
身
の
温
か
さ
も
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い

ま
す
。
冬
支
度
、
セ
ー
タ
ー
・
こ

た
つ
・
土
鍋
、
そ
れ
か
ら
日
だ
ま

り
の
よ
う
な
あ
っ
た
か
い
心
の
準

備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
　(

A)

日
吉
町
胡
麻
地
区
に
あ
る
日
吉

神
社
で
は
、
毎
年
十
月
の
中
旬
に
秋

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

祭
り
は
、
祭
礼
前
夜
に
宮
ご
も
り

を
し
て
、
祭
事
を
務
め
る
馬
場
量

ば
ば
は
か
り

（
馬
場
を
清
め
る
役
）、
神
馬

し
ん
め

（
鎧

よ
ろ
い

を

ま
と
っ
た
武
将
）、
騎
手（
裃

か
み
し
もを
着
た

若
衆
）、
射
手
（
着
物
姿
の
女
形
）が

「
七
色

な
な
く
さ

の
膳ぜ

ん（
梨
・
ぜ
ん
ざ
い
・
栗
・
枝

豆
・
菓
子
・
か
ま
ぼ
こ
・
甘
酒
）」
を

食
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
や

が
て
、
午
前
零
時
に
な
る
と
、
馬
場

量
が
弓
を
持
っ
て
東
胡
麻
地
区
を
巡

拝
し
ま
す
。
翌
日
の
早
朝
六
時
に
身

を
清
め
た
馬
場
量
、
神
馬
、
騎
手
、

射
手
、
矢
取
り
の
稚
児
ら
が
馬
に
乗

り
、
胡
麻
地
区
を
巡
拝
し
ま
す
。

巡
拝
を
終
え
た
午
後
二
時
か
ら

神
馬
、
騎
手
、
射
手
が
乗
る
馬
が
日

吉
神
社
前
の
馬
場
を
駆
け
抜
け
、
ス

ギ
板
の
的
を
目
が
け
て
矢
を
放
ち
、

厄
除
け
を
祈
り
ま
す
。

豪
快
に
駆
け
る
馬
が
目
の
前
を

通
り
過
ぎ
る
と
、
訪
れ
た
家
族
連
れ

ら
は
、
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

編
集
後
記

日
吉
神
社

〝
馬
か
け
〞

―
日
吉
町
胡
麻
―
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DATADATA
●総人口：36,244人（－58)
（男：17,418人・女：18,826人）

（－33） （－25）

●世帯数：13,571世帯（－8)
（平成18年11月1日現在）

（ ）内は前月比　

●園部町

「これからも　元気で仲良くね」
（美山のじいちゃん・ばあちゃんより）

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは企画情報課秘書広報係まで

本郷
ほんごう

里奈
り な

ちゃん（2歳）

蓮
れん

くん（2歳）


